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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 355,408 5.9 21,271 △6.7 22,699 △5.8 13,998 34.6

29年3月期第3四半期 335,630 △6.0 22,799 △14.4 24,101 △10.2 10,402 857.1

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　21,206百万円 （76.3％） 29年3月期第3四半期　　12,030百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 153.42 153.41

29年3月期第3四半期 114.06 114.04

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 377,680 227,533 57.0

29年3月期 368,666 212,343 54.5

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 215,426百万円 29年3月期 201,044百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 30.00 ― 30.00 60.00

30年3月期 ― 32.00 ―

30年3月期（予想） 32.00 64.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 480,000 4.6 31,000 1.6 32,000 △0.3 21,000 ― 230.14

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 94,234,171 株 29年3月期 94,234,171 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 2,984,091 株 29年3月期 2,997,535 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 91,246,408 株 29年3月期3Q 91,202,601 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

1.平成29年10月30日に公表した連結業績予想は、当第３四半期連結会計期間において、通期連結業績予想を修正しております。

　詳細につきましては、本日開示の「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

2.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

　実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は355,408百万円と、前年同四半期に比べ19,778

百万円(5.9％)の増収となりました。利益につきましては、連結営業利益は21,271百万円と、前年同四半期に比べ

1,528百万円(△6.7％)の減益となりました。連結経常利益は22,699百万円と、前年同四半期に比べ1,402百万円

(△5.8％)の減益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は13,998百万円と、前年同四半期に比べ3,596

百万円(34.6％)の増益となりました。

 

セグメントの業績は、次の通りであります。

（日本）

 円安の影響などにより、売上高は205,727百万円と、前年同四半期に比べ10,763百万円(5.5％)の増収となりまし

た。営業利益は、原材料価格の上昇などがあったものの、売上高の増加や合理化努力により6,705百万円と、前年

同四半期に比べ741百万円（12.4％)の増益となりました。

 

（北米）

 円安による為替換算上の影響などがあったものの、客先生産台数の減少などにより、売上高は79,025百万円と、

前年同四半期に比べ1,001百万円(△1.3％)の減収となりました。営業利益は、売上高の減少などにより2,761百万

円と、前年同四半期に比べ2,127百万円（△43.5％)の減益となりました。 

 

（アジア）

 円安による為替換算上の影響のほか、主要客先向け売上高の増加などにより、売上高は95,028百万円と、前年同

四半期に比べ11,959百万円(14.4％)の増収となりました。営業利益は、売上高の増加や合理化努力などにより

11,324百万円と、前年同四半期に比べ1,105百万円(10.8％)の増益となりました。

 

（その他）

 売上高は23,583百万円と、前年同四半期に比べ4,152百万円(21.4％)の増収となりました。営業利益は、1,093百

万円と、前年同四半期に比べ13百万円(△1.2％)の減益となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、主に現金及び預金や投資有価証券の増加により377,680百万円と、

前連結会計年度末に比べ、9,014百万円増加いたしました。負債は150,146百万円と、前連結会計年度末に比べ、

6,177百万円減少いたしました。純資産は、利益剰余金の増加やその他有価証券評価差額金の増加により227,533

百万円と、前連結会計年度末に比べ、15,190百万円増加いたしました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきましては、平成29年10月30日決算発表時の公表値を修正しております。詳細につきま

しては、本日開示の「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 57,514 61,470 

受取手形及び売掛金 61,154 56,639 

電子記録債権 11,715 13,396 

有価証券 5,510 3,203 

商品及び製品 12,005 13,749 

仕掛品 17,942 20,996 

原材料及び貯蔵品 5,369 5,741 

その他 16,088 16,947 

貸倒引当金 △181 △107 

流動資産合計 187,118 192,038 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 33,196 33,586 

機械装置及び運搬具（純額） 32,209 31,719 

その他（純額） 33,930 34,259 

有形固定資産合計 99,335 99,565 

無形固定資産    

のれん 65 40 

その他 2,538 2,563 

無形固定資産合計 2,603 2,604 

投資その他の資産    

投資有価証券 34,652 38,176 

その他 45,070 45,408 

貸倒引当金 △114 △113 

投資その他の資産合計 79,608 83,471 

固定資産合計 181,548 185,641 

資産合計 368,666 377,680 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 40,529 39,385 

電子記録債務 19,169 10,058 

短期借入金 1,599 － 

1年内返済予定の長期借入金 606 － 

未払法人税等 1,557 3,753 

賞与引当金 7,806 4,558 

製品保証引当金 6,607 8,034 

その他の引当金 241 195 

その他 41,533 36,818 

流動負債合計 119,650 102,803 

固定負債    

社債 － 10,000 

役員退職慰労引当金 353 341 

退職給付に係る負債 24,508 25,227 

資産除去債務 144 140 

その他 11,666 11,632 

固定負債合計 36,673 47,342 

負債合計 156,323 150,146 

純資産の部    

株主資本    

資本金 22,856 22,856 

資本剰余金 25,645 25,654 

利益剰余金 151,262 159,604 

自己株式 △5,392 △5,369 

株主資本合計 194,371 202,745 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,452 7,271 

為替換算調整勘定 △216 3,167 

退職給付に係る調整累計額 2,436 2,241 

その他の包括利益累計額合計 6,672 12,680 

新株予約権 28 － 

非支配株主持分 11,270 12,107 

純資産合計 212,343 227,533 

負債純資産合計 368,666 377,680 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 335,630 355,408 

売上原価 287,304 306,065 

売上総利益 48,325 49,342 

販売費及び一般管理費 25,526 28,071 

営業利益 22,799 21,271 

営業外収益    

受取利息 297 332 

受取配当金 385 461 

持分法による投資利益 － 55 

為替差益 251 226 

その他 507 548 

営業外収益合計 1,442 1,625 

営業外費用    

支払利息 68 92 

持分法による投資損失 34 － 

社債発行費 － 62 

その他 37 42 

営業外費用合計 139 198 

経常利益 24,101 22,699 

特別利益    

固定資産売却益 － 60 

投資有価証券売却益 597 － 

新株予約権戻入益 28 21 

特別利益合計 625 81 

特別損失    

固定資産除売却損 79 12 

減損損失 ※ 93 － 

独禁法関連損失 8,332 － 

特別損失合計 8,504 12 

税金等調整前四半期純利益 16,223 22,768 

法人税等 5,120 7,883 

四半期純利益 11,102 14,885 

非支配株主に帰属する四半期純利益 700 886 

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,402 13,998 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 11,102 14,885 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 847 2,899 

為替換算調整勘定 15 3,621 

退職給付に係る調整額 64 △199 

その他の包括利益合計 927 6,321 

四半期包括利益 12,030 21,206 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 11,453 20,006 

非支配株主に係る四半期包括利益 577 1,200 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 減損損失 

前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

 重要性が乏しいため記載を省略しております。 

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

 該当事項はありません。 

 

（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日  至 平成28年12月31日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  日本 北米 アジア 計 

売上高                

外部顧客への売上高 165,014 79,722 71,700 316,437 19,192 335,630 － 335,630 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

29,950 303 11,369 41,622 239 41,861 △41,861 － 

計 194,964 80,026 83,069 358,060 19,431 377,492 △41,861 335,630 

セグメント利益 5,964 4,888 10,219 21,071 1,106 22,178 621 22,799 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

     の事業活動を含んでおります。

  ２ セグメント利益の調整額621百万円は、セグメント間取引消去であります。

  ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日  至 平成29年12月31日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  日本 北米 アジア 計 

売上高                

外部顧客への売上高 171,398 78,537 82,058 331,993 23,414 355,408 － 355,408 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

34,329 487 12,969 47,787 168 47,955 △47,955 － 

計 205,727 79,025 95,028 379,781 23,583 403,364 △47,955 355,408 

セグメント利益 6,705 2,761 11,324 20,791 1,093 21,885 △613 21,271 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

     の事業活動を含んでおります。

  ２ セグメント利益の調整額△613百万円は、セグメント間取引消去であります。

  ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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